
7B20
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伝送周波数帯域�下り 70～770MHz�
上り 10～  60MHz

CATV用高性能トランジスターを使用したマスプロ
独自の増幅回路によって，74波のCATVテレビ信号
を95dBμVの高出力で伝送できます。�

高速通信に対応�

上り信号の伝送周波数帯域が10～60MHzになって
いますから，将来の高速通信にも対応できます。�

双方向・片方向切換機能付�

上り切換スイッチで，双方向※または片方向ブー
スターとして使用できます。�
※上りは通過します。�

7B28
AC100V方式またはDC15V方式�

7B20

CATVブースター�双方向 屋外（内）用�

CATV  BOOSTERS 取扱説明書�

優れた不要放射抑圧特性�

増幅部および電源部の高周波回路がシールド構造
になっていますから，不要放射は有線テレビジョン
放送法技術基準に準拠した50μV／m（34dBμV／m）
以下になっています。�

20dB型�

28dB型�

電源部連結型�

CATV上り通過型�

CATV加入者宅内の分配損失を補償する，�
上り帯域パス回路付きのブースターです。�

ご使用の前に，この「取扱説明書」と「安全上のご注意」をよくお読みください。�
�

チルト調整付�

ケーブルの周波数特性によって発生する信号の
レベル差を補正できます。�

電源部は取外し可能�

電源部が取外し可能ですから，増幅部と電源部を
別々の場所に設置できます。�

（下り信号）�

増幅部� 電源部�
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保証書付�



内部前面�

増幅部�

底   面�

増幅部� 電源部�

電源部�

● 出力レベルが0～　10dB の�
　範囲で連続して調整でき�
   ます。�
● 出荷時は「MIN.」になって�
　います。�

● 70MHzにおける出力レベル�
　を6dB調整できます。�

● 出荷時は「0dB」になって�
   います。�
● 下記「チルト切換について」�
　をご覧ください。�

● 片方向ブースターとして�
　使用する場合，「片方向」�
　にします。�
● 出荷時は「双方向」になって�
　います。�

各部の名称と機能�

チルト切換について�
チルト0dB

チル
ト6
dB

70 451.25 770MHz

4dB

6dB
チルトの設定�

6dB 4dB

451.25MHz基準のチルト量�

451.25MHzを基準としたチルト量�

ご注意�

利得調整は，調整用ドライバーで操作してください。無理に回すと，�
こわれることがあります。�
スイッチは軽く操作してください。力を入れすぎると，こわれる�
ことがあります。�

チルトの表示値は，770MHzを�
基準とした70MHzでのチルト�
量です。�
チルトを切換えても，770MHz�
の出力レベルは変わりません。�

　770MHzの出力レベルは�
　変わりません。�

CATV下り�

CATV上り�

ACコードを延長するため
に，途中で切断して別の
コードをつなぐことは，
電気設備技術基準で禁止
されています。�壁面に取付ける場合，  使用します。�

● 下り出力測定端子です。�
● 測定後は，再度，防水キャップ�
   を取付けてください。�

● 電源部を分離して使用する場合，�
　取外します。�
● p.4「電源部の分離方法」をご覧�
　ください。�

7B20
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上り切換�

木ネジ�

ACコード�（約0.9m）�

IN端子�
（F型コネクター）�

接続ケーブル�
（F型コネクター）�

出力端子�
（F型コネクター）�

入力端子�
（F型コネクター）�

市販のφ1.6mmのIV線を接続�
して，確実にアースをしてくだ�
さい。�

出力測定端子（　20dB）�

チルト（0， 6dB）�

電源表示灯�

DC15V�
受電端子�

DC15V�
送電端子�

OUT端子�
（F型コネクター）�

利得調整�

アース端子（避雷用）�
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① ステンレスベルトの取付け�
市販のステンレスベルト（幅10mm）を�

増幅部背面のステンレスベルト取付孔�

に通します。�

① 増幅部の仮止め�
● 付属の木ネジ（1本）を壁面に取付けます。�

木ネジは，壁面から7～8mm浮かせて�
取付けてください。�

② マストへの取付け�
マストに取付けて，ステンレスベルトを�

しっかりと締付けます。�

②�

木ネジ（1本）�
（付属品）�

増幅部�
（背面）�

木ネジ�
（2本）�

ステンレスベルト取付孔�

増幅部�
（背面）�

AC100V

ACコンセント�

ACプラグ�

防水キャップにビニールテープを
巻付けて75Ωケーブルに固定
しないでください。雨水がたまり，
故障の原因となります。�

防水キャップ�
�

75Ωケーブル�

 壁面への取付け�
増幅部のフタを開け，増幅部に付いている�
木ネジ（2本）でしっかりと取付けます。�

（付属品）�

木ネジ�
（付属品）�

壁面�

7～8mm
● 木ネジを増幅部背面の　  孔に引っ掛け�
　ます。�

●壁面�

●マスト�

F型コネクター（別売）�
● 締付トルク�
　2N・m�
（21kgf・cm）�

取付方法�

ACプラグは，宅内の配線工事がすべて
終了してから，ACコンセントに接続し
てください。�
電源部をAMラジオの近くに置くと，
ラジオから雑音が出ることがあります。�
ブースターは，グラスウールのような 
断熱材の上に置いたり，包んだりしな
いでください。内部温度が上昇して，
故障の原因となることがあります。�
長期間ご使用にならないときは，AC
プラグをACコンセントから抜いてく
ださい。�

孔�

注意�屋外で使用する場合，電源部のACコードに水がかからない場所（軒下・家屋の側壁など）に取付けてください。�

水のかかる場所に設置する場合，必ず電源部を分離して，水のかからない場所（軒下・家屋の側壁など）
に電源部を取付けてください。�
p.4「電源部の分離方法」， 「電源部の取付方法」をご覧ください。�

フタ�

ご注意�

屋外に取付ける場合�

電源部の取付けについて�

ブースターの取付方法�

ステンレスベルト�
幅10mm�
（市販品）�

増幅部�

マスト（別売）�

ステンレスベルト�
幅10mm�
（市販品）�

各端子に，付属の防水キャップを，必ず�
取付けてください。�



電源部の分離方法� 増幅部と電源部を分離して，別々の場所に設置できます。�

① 分離の準備�
増幅部のフタを開けます。�

② 接続ケーブルの取外し�
矢印の方向に接続ケーブルを�
取外します。�

③ 分離�
電源部背面のビスをゆるめ，�
電源部を分離します。�
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電源部の取付方法� 分離した電源部は，壁面に取付けることができます。�

① 取付金具の付換え� ③ 壁面への取付け�

　木ネジは，壁面から2mm浮かせて�
　取付けてください。�

接続ケーブルを取外す場合，必ず増幅部のフタを開けてください。開けないと，接続ケーブルの脱落
防止用の突起部がフタに引っ掛かり，取外すことができません。�
接続ケーブルを再度取付ける場合，脱落防止用の突起部が手前になるようにしてください。手前にしないと，
突起部を増幅部のフタで固定することができなくなり，接続ケーブルが脱落することがあります。�

ご注意�

① 取付金具の付換え�
増幅部と電源部を連結している取付金具
を電源部に付換え，壁面取付用として
使用します。�

付属の木ネジ（2本）で，
しっかりと取付けます。�

② 電源部の仮止め�
●�

●�

 付属の木ネジ（1本）を壁面に取付けます。�
�
�
 木ネジに，取付金具の    孔を引っ掛�
 けます。�

増幅部�
（背面）�

接続ケーブル�
突起部�

増幅部�

フタ�

ビス�

電源部�
（背面）�

電源部�

電源部�
（背面）�

増幅部�
（背面）�

取付ビス �
● 締付トルク�
　0.6N・m�
（6.2kgf・cm）�
増幅部側の取付ビスを取外し，�
電源部へ取付金具を取付ける�
ときに使用します。�

取付金具� 木ネジ（2本）�
（付属品）�

木ネジ（1本）�
（付属品）�

�
木ネジ�
（付属品）�

壁面�

2mm

取付金具�

木ネジ取付孔�
（2か所）�
�

F型コネクター（C15FP5）の取付方法�
● F型コネクターC15FP5は別売です。�
● 接触不良やショートを防ぐため，プラグはていねいに取付けてください。�

① ケーブルの加工�

芯線には白い膜が付いていることが
あります。導通を良くするために，
必ず取除いてください。�

1 4mm

75Ωケーブル
（S5CFB）�

② コンタクトピンの取付け�

のぞき孔を�
確認�

コンタクトピン�

コンタクトピンを前後に動かして，�
しっかり圧着されていることを確認�
してください。�

③ プラグの取付け�

1. コンタクトピンを芯線に
はめてください。�

④ かしめ用リングをペンチで圧着�
2. のぞき孔から芯線が見えるのを確認してから，市販の専用圧着工
具でコンタクトピンの根元を圧着してください。�

アルミ箔�

あみ線（編組）を�
折返してください。�

根元を圧着�

（加工寸法は原寸大です）�

コンタクトピンが，圧着できなかったり，折れたり
しないように，以下の点に注意してください。�
● F型コネクター専用の圧着工具で圧着してください。�
● コンタクトピンの根元の外径に適合する圧着工具の
コンタクトピン圧着部で圧着してください。�

コンタクトピンの圧着について�

コンタクトピンの根元の外径：2mm

プ�ラ�グ�
か�し�め�用�リ�ン�グ�

か�し�め�用�リ�ン�グ�

1mm以下�

75Ωケーブルにかしめ用リングを通してから，�
プラグを強く押し込んでください。�

プラグとかしめ用リングの隙間を1mm以下にして，�
かしめ用リングをペンチで圧着してください。�

プ�ラ�グ�



�
双方向CATV�
保安器�

�
4分配器�

ケーブル�
モデム�
�

�
テレビ端子�

テレビ端子�

テレビ端子�

CATVラインから�
（70～770MHz）�

CATVラインから�
（70～770MHz）�

CATVラインへ�
（10～60MHz）�

CATVブースター�
7B20

AC100V

�
テレビ端子�

テレビ端子�

テレビ端子�

テレビ端子�
（電源挿入型）

CATVブースター�
7B20（増幅部）�

CATVブースター�
7B20（電源部）�

�
4分配器�

DC15V DC15V

AC100V

�
双方向CATV�
保安器�
�

パソコン�

テレビ�

テレビ�

CATVデジタル�
セット トップ�
ボックス�

CATVデジタル�
セット トップ�
ボックス�

テレビ�

テレビ�

テレビ�

DC15V

DC15V

上り切換スイッチを�
「双方向」にします。�

上り切換スイッチを�
「片方向」にします。�

片方向・電源部分離型として使用する場合�

双方向・電源部連結型として使用する場合�

CATVブースター7B20，7B28は，上り切換スイッチの操作と電源部の連結・分離により，�
●双方向・電源部連結型     ●双方向・電源部分離型�
●片方向・電源部連結型     ●片方向・電源部分離型�
として使用できます。�

電流通過端子に�
接続してください。�
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使用例�4端子ホーム共同受信の例�

テレビ端子�
テレビ�

テレビまでは，�
低損失75Ωケー�
ブル（S5CFB）で�

80mが限度です。�

テレビまでは，低損失75Ωケーブル�

（S5CFB）で80mが限度です。�

 7B20：85dBμV�
 7B28：75dBμV�
 入力レベルが上記の値を超えるときは，別売の外付けアッテネーター�
　ATT1.5,3,6,10,15,20を使用して，入力レベルを下げてください。�

入力レベルの設定について�

（利得調整を「MIN.」にしたとき）�

正しく使用していただくために�

出力レベルが正しく調整してありますか。�
�

① 画質が悪い�

●入力と出力が逆に接続してありませんか。�
●入力端子は正しく接続してありますか。�

② 入・出力�

●入力信号がきていますか。�
●電源のチェック�
●増幅部・電源部間の接続ケーブルが外れたり，�
  ゆるんだりしていませんか。�

③ OUT端子に信号が出ない�

断線またはショートしていませんか。�
④ ケーブル・コネクター�

点灯していますか。電源部に電源（AC100V）が供給�
されていますか。�

⑤ 電源表示灯（増幅部・電源部）�

正常ですか。IN端子の電圧は，DC15～16Vが正常�
です。�

⑥ 出力電圧（電源部分離時）�

予定の出力レベルまたはよい画質が得られないときは，次のチェックをしてください。�

以上の方法でもトラブルが解決できない場合，技術相談まで，お問合わせください。�
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